
21 1st 6

9 2nd 14

18 3rd 15

17 4th 10

○ 0 OT 0 ●

4 ／ 0 0 0 0 0 4 DNP 0 0 0 0 0
5 × 27 1 9 6 3 5 × 18 0 9 0 1
6 × 14 1 5 1 0 6 ／ 2 0 1 0 4
7 ／ 0 0 0 0 0 7 DNP 0 0 0 0 0
8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 0 0 0 0 3
9 × 11 0 3 5 1 9 × 8 0 4 0 1
10 × 2 0 1 0 3 10 × 10 2 2 0 4
11 DNP 0 0 0 0 0 11 × 3 1 0 0 3
12 × 9 3 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0
15 ／ 2 0 0 2 0 15 DNP 0 0 0 0 0
16 ／ 0 0 0 0 2 16 ／ 4 0 2 0 4
17 ／ 0 0 0 0 1 17 DNP 0 0 0 0 0
18 ／ 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

65 5 18 14 10 45 3 18 0 20

ＦＴ 反則

東京石川

布水 Team Ｂ

【ＢＯＸスコア】

Team Ａ

２Ｐ

相原アレクサンダー学

得点

大島　岳晃
井上宗一郎

選　手　名　前番号

香川県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

石過　祐樹

合　　　　　計 合　　　　　計

【戦　評】
  決勝トーナメント２回戦、北信越ブロック代表布水と関東ブロック代表梅丘の一戦。大会２日目第６試合、大型センター
を擁す梅丘と、攻守共にバランスの取れた布水の対戦となった。序盤、布水は＃５のジャンプシュート、Defリバウンドを
しっかり取って、ピンポイントパスから速攻で、次々と得点していく。対する梅丘は、＃５のゴール下での得点があるもの
の、＃９のポストプレイからの展開が思うように決まらず、布水のDefを崩せないまま、１Ｑを布水２１－６梅丘で終了。２
Ｑ、リードを奪われた梅丘はDefを２－３ゾーンに変え、なんとか対応しようとする。Offでは、＃５のゴール下での頑張りで
３連続得点、残り５分で７点差まで詰める。対する布水は、すかさず＃５のぺネトレーション、＃６の３Ｐで追撃を許さず、
布水３０－２０梅丘で前半を終了。
　３Ｑ、梅丘はDefラインを上げて相手にプレッシャーをかける。Offでは、＃９のミドルシュート、＃５のゴール下のシュート
でなんとかついていく。布水は、残り２分からゾーンDefに変更して、速攻が決まり始め、３Ｑを布水４８－３５梅丘で終了。
４Ｑ、布水は梅丘のゾーンDefに対して、ゆっくりとボールを回し、時間を使って攻める。対する梅丘は、ボールにプレッ
シャーをかけてパスカットを狙うが、なかなか上手くいかない。布水は、Defリバウンドを確実に取って、速攻で次々と加点
し、最終的には、布水６５－４５梅丘で、布水が準決勝へと駒を進めた。

【戦評記入者】 小村　城

山口　将広

布水

清水　宏記
佐野　良也

反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

菅野　恵登

出場

中薮　柊

髙木　健生
番場　望

井上　蔵人

染谷　久小田原　誠
山田　遥陽

【得点経過】

平成26年度全国中学校体育大会
第44回
全国中学校バスケットボール大会

高松市総合体育館

平成26年8月24日(日) 15:40

第６試合ＴＡコート

大会名

日　時

会　場

コート

男子決勝トーナメント２回戦

梅丘45

Team Ｂ

高橋　尚裕

望月　公平

(本部)

65

男

(広島)

カテゴリー

柿本　幸一
吉田加偉斗

至田　伊吹
池上　千馬

主　審

Team Ａ

副　審

梅丘

浅見　晴森島　瑞樹
小林　翔

大倉　颯太
北方　裕也

碓井　真吾

澤田　将影

瀧　　稜太
塚本　舞生辻本　真都

萩原　太郎
髙阪　康平

番号 得点 ３Ｐ選　手　名　前 出場

中道　滉

八村　阿蓮

橋本　一輝
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